
 

 

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日
に
神
奈
川
県
横
浜
文
化
体
育
館
で
行

わ
れ
た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
カ
デ
ッ
ト

の
部
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
６
９
Ｋ
Ｇ
で
出
場
し
た
３
年
環
境
土
木
科
、
田
口

学
容
君
が
優
勝
を
果
た
し
、
日
本
代
表
と
し
て
九
月
に
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ジ
ョ
ー
ジ

ア
で
行
わ
れ
る
、
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
勝
ち
上
が
っ
た
選
抜
か
ら
成
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
で
、

一
回
戦
か
ら
決
勝
ま
で
気
が
抜
け
な
い
戦
い
で
し
た
。
田
口
君
は
実
力
は
あ
り
な
が

ら
も
大
き
い
大
会
で
、
な
か
な
か
本
来
の
力
が
発
揮
で
き
ず
、
思
う
よ
う
な
結
果
に

結
び
つ
か
な
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
今
大
会
に
賭
け
る
彼
の
決
意
は
大
変
固

く
、
練
習
調
整
に
お
い
て
も
良
い
仕
上
が
り
を
見
せ
て
き
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
の
相

手
は
、
和
歌
山
県
和
歌
山
北
高
校
の
辻
開
成
君
と
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
予
想
通

り
、
相
手
の
辻
君
も
一
回
戦
か
ら
危
な
げ
な
い
圧
倒
的
な
力
を
見
せ
、
決
勝
ま
で
勝

ち
上
が
っ
て
き
た
選
手
で
す
。
試
合
前
半
は
拮
抗
し
た
点
数
の
動
か
な
い
試
合
運
び

と
な
り
ま
し
た
が
、
後
半
で
田
口
君
が
勇
気
を
持
っ
て
、
得
意
の
大
技
で
も
あ
る 

「
反
り
投
げ
」
を
決
め
て
、
試
合
を
有
利
に
運
び
、
優 

勝
を
つ
か
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
大
会
で
の
勝
因
は
彼
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
勇
気
」 

で
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
の
本
大
会
で
も
勇
気
を
持
っ
て
、 

日
本
代
表
、
農
林
高
校
代
表
と
し
て
自
信
に
満
ち
た
戦
い 

を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
も
多
く
の
場
面
で
皆
様 

方
か
ら
物
心
両
面
に
渡
っ
て
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、 

こ
の
場
を
借
り
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も 

農
林
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
原
点
で
あ
る｢

学
業
と
部
活 

動
の
両
立｣

と
い
う
姿
勢
を
貫
き
な
が
ら
、
妥
協
な
き
戦 

い
を
続
け
て
参
り
ま
す
。 （

レ
ス
リ
ン
グ
部
顧
問
・
平
井
満
生
） 

陸
上
部
で
は
６
月
１
７
日
～
６
月
２
０
日
ま
で
、
東
京
都
の
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

公
園
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
た
関
東
大
会
に
五
種
目
４
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し

た
。
男
子
で
は
、
穂
坂
快
晴
（
３
Ｓ
）
が
１
５
０
０
㍍
と
３
０
０
０
㍍
Ｓ
Ｃ
、
浅
田

将
也
（
２
Ｈ
）
が
５
０
０
０
㍍
、
女
子
で
は
、
村
松
実
輝
（
２
Ｓ
）
が
８
０
０
㍍
、

石
井
彩
（
３
Ｓ
）
が
３
０
０
０
㍍
で
５
月
の
県
高
校
総
体
に
て
入
賞
を
果
た
し
、
関

東
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。 

関
東
大
会
で
は
、
各
選
手
が
自
己
記
録
の
更
新
、
予
選
突
破
を
目
標
と
し
て
各
種

目
に
出
場
し
ま
し
た
が
、
他
県
選
手
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
な
レ
ー
ス
展
開
に
思
う
よ
う
な

レ
ー
ス
運
び
が
で
き
ず
、
目
標
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も

自
分
よ
り
も
自
己
記
録
が
上
の
選
手
達
に
対
し
て
、
臆
す
る
こ
と
な
く
肩
を
並
べ
積

極
的
な
走
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
今
よ
り
も
更
に
上
の
レ
ベ
ル
を
目
指

す
各
選
手
に
と
っ
て
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
陸
上
部
に 

所
属
す
る
生
徒
達
は
皆
、
自
己
記
録
の
更
新
や
大
会
で
の
上
位
入
賞
、
秋
に
行
わ
れ 

る
高
校
駅
伝
で
の
上
位
入
賞
を
目
標
に
日 

々
の
練
習
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。「
継 

続
は
力
な
り
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
と
お 

り
、
一
日
一
日
の
練
習
を
大
切
に
し
な
が 

ら
、
自
分
た
ち
の
努
力
を
「
形
」
と
し
て 

表
す
日
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ひ
た
む
き 

に
取
り
組
む
選
手
達
を
こ
れ
か
ら
も
あ
た 

た
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で 

す
。 

 
 
 

（
陸
上
部
顧
問
・
雨
宮
将
彦
） 

本
校
卒
業
生
が
与
え
て
く
れ
た
宝
物 

 

校
長 

中
島
勝
人 

こ
の
度
、
平
成
２
８
年
度
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
が
６
月
９
日
に
総

理
大
臣
官
邸
で
実
施
さ
れ
、
本
校
の
代
表
と
し
て
表
彰
式
に
臨
み
ま
し
た
。
表
彰
式
後
、
皇

居
に
向
か
い
天
皇
皇
后
両
陛
下
様
に
御
接
見
で
き
ま
し
た
。 

皇
居
坂
下
門
前
で
の
入
門
チ
ェ
ッ
ク
を
終
え
宮
内
庁
舎
前
を
横
切
り
、
吹
上
御
苑
内
の
客

殿
に
導
か
れ
ま
し
た
。
玄
関
で
侍
従
に
迎
え
ら
れ
１
３
名
の
代
表
者
は
宮
殿
奥
の
間
に
案
内

さ
れ
ま
し
た
。
ピ
ン
ク
の
絨
毯
で
敷
き
詰
め
ら
れ
た
廊
下
を
歩
き
客
間
に
入
る
と
、
そ
こ
は

檜
床
で
正
面
と
左
側
が
ガ
ラ
ス
戸
と
な
っ
て
お
り
、
皇
居
内
の
植
生
が
一
望
で
き
る
豪
華
か

つ
品
の
あ
る
一
室
で
し
た
。
１
０
分
間
程
待
機
し
た
後
、
侍
従
に
導
か
れ
た
天
皇
皇
后
両
陛

下
が
入
室
さ
れ
ま
し
た
。
園
遊
会
や
各
地
の
行
事
、
今
回
の
熊
本
地
震
な
ど
の
被
災
地
な
ど
、

メ
デ
ィ
ア
等
を
通
し
て
御
拝
見
し
ま
す
が
、
直
接
両
陛
下
に
お
会
い
で
き
る
の
は
初
め
て
の

経
験
で
あ
り
緊
張
し
ま
し
た
。 

今
回
の
受
賞
を
代
表
し
て
、
元
三
重
大
学
名
誉
教
授
の
三
井
昭
二
氏
か
ら
受
賞
の
御
礼
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
天
皇
陛
下
よ
り
御
言
葉
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
御
接
見
は

終
了
か
と
思
い
ま
し
た
ら
、
両
陛
下
は
両
側
に
分
か
れ
て
、
我
々
一
人
一
人
に
御
言
葉
を
発

せ
ら
れ
、
直
接
両
陛
下
と
７
分
程
お
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

私
か
ら
発
し
た
会
話
の
内
容
は
、
今
回
の
受
賞
に
至
っ
た
経
緯 

や
、
本
校
創
立
１
１
２
年
の
歴
史
の
な
か
で
、
戦
後
こ
の
甲
斐
市 

の
地
に
移
転
し
て
か
ら
の
開
墾
や
環
境
緑
化
へ
の
取
り
組
み
な
ど 

に
つ
い
て
、
お
話
い
た
し
ま
し
た
。
両
陛
下
か
ら
は
、
先
人
の
ご 

苦
労
に
対
し
て
ね
ぎ
ら
い
の
御
言
葉
と
、「
今
後
も
生
徒
・
地
域
の 

た
め
の
学
校
と
し
て
ご
努
力
を
継
続
し
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し 

の
御
言
葉
を
い
た
た
だ
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
恐
ら
く
人
生 

一
度
の
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
賞
を
い
た
だ
け
た
経
緯
を
考
え
ま
す
と
、
農
林
高
校
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
同
窓
生
の

「
力
・
汗
・
涙
」
の
結
晶
の
賜
と
考
え
ま
す
。
特
に
空
襲
で
廃
墟
と
な
っ
た
甲
府
市
伊
勢
町

か
ら
飛
行
場
の
跡
地
（
現
甲
斐
市
西
八
幡
）
に
移
転
し
て
か
ら
の
開
墾
実
習
は
、
筆
舌
に
尽

く
し
が
た
い
御
苦
労
が
あ
っ
た
と
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。
開
墾
し
て
か
ら
植
栽
さ
れ
た
ヒ
マ

ラ
ヤ
杉
や
フ
ラ
ン
ス
式
庭
園
は
、
今
や
農
林
高
校
の
校
風
と
し
て
緑
の
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ク
に

ふ
さ
わ
し
い
景
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
は
山
梨
県
に
は
存
在

し
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
近
年
に
は
、
学
校
敷
地
内
に
自
然
風
庭
園
・
日
本
庭
園
・
ビ
オ

ト
ー
プ
園
の
設
置
や
緑
化
樹
・
防
火
樹
の
植
栽
等
を
計
画
的
に
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
は
本
校
で
学
ん
だ
同
窓
生
が
脈
々
と
築
き
あ
げ
た
も
の
で
あ
り
、
農
林
高

校
の
宝
物
（
財
産
）
で
あ
り
ま
す
。
先
人
の
御
苦
労
に
深
く
感
謝 

す
る
と
共
に
、
今
後
の
農
林
高
校
の
未
来
の
繁
栄
に
向
か
っ
て
更 

な
る
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
が
卒
業
生
（
先
人
）
の
御
苦
労
に
報 

い
る
こ
と
だ
と
強
く
感
じ
ま
す
。 

本
校
で
学
ぶ
生
徒
諸
君
に
は
、
こ
の
受
賞
を
契
機
に
本
校
の
伝 

統
や
文
化
・
歴
史
を
学
び
更
に
母
校
を
愛
す
る
心
を
育
ん
で
い
た 

だ
く
と
共
に
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
先
人
に
負
け
な
い
充
実
し 

た
学
校
生
活
を
送
り
な
が
ら
新
た
な
伝
統
を
築
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

農  林  高  校  新  聞 
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意
見
発
表
は
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
い
て
全
員
が
参
加
で
き
る
も
の
の

一
つ
で
す
。
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
や
実
践
し
て
い
る
こ
と
、
将
来
の
抱
負

や
提
言
な
ど
に
つ
い
て
、
二
、
三
年
生
は
春
休
み
の
宿
題
で
、
一
年
生
は
五

月
に
全
員
が
原
稿
を
提
出
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
代
表
を
選
考
し
、
六
月
一

日
に
学
科
別
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
選
ば
れ
た
一
六
名
（
シ
ス
テ

ム
園
芸
科
３
名
、
森
林
科
学
科
３
名
、
環
境
土
木
科
２
名
、
造
園
緑
地
科
４

名
、
食
品
科
学
科
４
名
）
が
、
六
月
一
五
日
（
水
）
の
校
内
大
会
で
堂
々
と

発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
一
年
生
が
３
名
発
表
し
た
の
で
、
良
い
経
験
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

今
年
度
か
ら
発
表
分
野
や
審
査
基
準
等
が
変
更
に
な
り
、
Ⅰ
類
（
生
産
・

流
通
・
経
営
）、
Ⅱ
類
（
開
発
・
保
全
・
創
造
）
、
Ⅲ
類
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ

ー
ビ
ス
）
と
か
な
り
明
確
に
区
別
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
各
自
の
意
見
を
分
か

り
や
す
い
表
現
や
態
度
で
発
表
し
、
聴
衆
の
生
徒
も
真
剣
に
聴
い
て
感
想
を

書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
次
の
各 

分
野
最
優
秀
一
名
と
次
点
一
名
が
七
月
一
五 

日
に
開
催
さ
れ
る
県
連
各
種
発
表
大
会
に
出 

場
し
、
八
月
の
関
東
大
会
を
目
指
し
ま
す
。 

○
Ⅰ
類 

２
Ｈ
深
沢
有
紗
「
姉
に
食
べ
さ
せ 

た
い
～
無
農
薬
で
野
菜
栽
培
～
」 

○
Ⅱ
類 

 

３
Ｇ
小
宮
裕
壱
「
動
植
物
か
ら
の
恩
恵
」 

○
Ⅲ
類 

３
Ｈ
鈴
木
彩
水
「
食
育
応
援
隊
を 

目
指
し
て
」 

３
Ｇ
石
田
綾
香
「
特
産
品
で 

地
域
活
性
化
！
や
は
た
い
も
で
み
ん
な
元
気 

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

（
農
業
ク
ラ
ブ
主
任
・
宮
澤
芳
美
） 

六
月
七
日
（
火
）
田
植
え
祭
り
を
実
施
し
ま
し 

た
。
朝
、
神
農
神
社
に
稲
の
苗
と
収
穫
し
た
野
菜 

・
果
樹
を
お
供
え
し
、
田
植
え
の
安
全
と
豊
作
を 

祈
願
し
ま
し
た
。
管
理
職
・
農
ク
会
長
・
生
徒
会 

長
・
一
年
生
各
Ｈ
Ｒ
長
五
名
が
奉
納
し
ま
し
た
。 

午
後
の
田
植
え
祭
り
で
は
、
一
年
生
百
五
十
五
名 

と
参
加
希
望
の
あ
っ
た
一
年
生
保
護
者
が
田
植
え 

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
昭
和
二
十
四
年
度
か
ら
の 

記
録
を
考
え
る
と
今
年
で
六
十
七
回
目
と
な
る
伝 

統
行
事
で
す
。
生
徒
は
田
植
え
を
と
お
し
て
、
主
食
で
あ
る
「
米
」
の
生
産

へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
田
植
え
後
、
本
校
で
生
産
し
た

「
黎
明
米
」
の
お
に
ぎ
り
と
食
品
科
学
科
で
製
造
し
た
ネ
ク
タ
ー
で
会
食
を

し
、「
食
」
の
大
切
さ
を
学
ぶ
学
習
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
秋
に
は
、
各
学
科
の
「
農
業
と
環
境
」
の 

授
業
で
の
収
穫
体
験
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
さ
ら 

に
、
本
校
最
大
の
行
事
で
あ
る
十
一
月
十
二
日 

（
土
）
の
収
穫
感
謝
祭
で
は
、
今
回
植
え
た
新
米 

を
販
売
す
る
予
定
で
す
。
米
の
品
種
は
、「
コ
シ 

ヒ
カ
リ
」
と
「
コ
ガ
ネ
モ
チ
」
で
す
。
田
植
え
当 

日
は
、
一
年
生
全
員
が
真
剣
に
田
植
え
を
す
る
姿 

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
稲
の
生
育
状
況
に
興
味
・ 

関
心
を
も
っ
て
学
ん
で
下
さ
い
。 

（
農
場
長
・
村
松
泰
直
） 



第
６
８
回
山
梨
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

平
成
２
８
年
度
第
６
８
回
山
梨
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
が 

５
月
１
１
日
（水
）か
ら
３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
雨
天
で
し 

た
が
、
各
部
と
も
毎
日
の
厳
し
い
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
熱
の
こ
も 

っ
た
試
合
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
高
校
総
体
３
日
間
は
、
緊
張
し
な
が
ら 

も
他
校
の
選
手
た
ち
と
競
い
合
い
、
勝
利
を
目
指
す
姿
に
農
林
高
校 

の
生
徒
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
精
一 

杯
持
っ
て
い
る
力
を
出
し
切
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
高
校
総
体
に
引 

き
続
き
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
が
６
月
に
、
新
人
戦
が
秋
に
実
施
さ 

れ
、
熱
い
戦
い
が
続
き
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
部
活
動
で
の
成
長
と
成 

果
を
期
待
し
な
が
ら
、
今
後
の
農
林
高
校
生
の
活
躍
を
心
か
ら
応 

援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

◇
陸
上
競
技
部 

▽
１
５
０
０
ｍ 

穂
坂
快
晴
第
５
位 

笠
井
虎
壱
第
１
１
位 

浅
田
将
也
第
１
２
位 

▽
５
０
０
０
ｍ 

浅
田
将
也
第
６
位 

澤
登
恒
河
第
１
０
位
▽
３
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ 

穂
坂
快
晴
第
６
位 

笠
井
虎
壱
第
８

位 

石
原
大
誠
第
９
位
▽
５
０
０
０
ｍ
Ｗ 

中
村
維
吹
第
７
位 

荻
原
央
隆
第
８
位
▽
８
０
０
ｍ 

村

松
実
輝
第
６
位
▽
１
５
０
０
ｍ 

石
井
彩
第
８
位 

村
松
実
輝
第 

１
３
位
▽
３
０
０
０
ｍ 

石
井
彩
第
６
位 

田
中
栞
第
７
位  

石
原
朱
理
第
１
４
位 

 

◇
レ
ス
リ
ン
グ
部 

◎
団
体
戦
「２
位
」 

農
林
３
―
４
韮
崎
工
業 

◎
個
人
戦
【フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
】▽
５
０
ｋ
ｇ 

樋
川
悠
作 

第
２ 

位
▽
５
５
ｋ
ｇ 

神
田
優
人 

第
１
位 

５
５
ｋ
ｇ 

松
本
健
新 

第 

３
位
▽
６
０
ｋ
ｇ
小
山
晃
平 

第
２
位 

６
０
ｋ
ｇ
大
佐
古
海
斗 

 

第
５
位
６
０
ｋ
ｇ 

山
崎 

翼 

第
４
位
▽
６
６
ｋ
ｇ 

田
口
学
容 

 

第
２
位
６
６
ｋ
ｇ 

橋
本
楽
人 

第
３
位 

６
６
ｋ
ｇ 

小
林
大
悟 

 

第
４
位
▽
７
４
ｋ
ｇ 

山
本
丈
介 

第
１
位 

７
４
ｋ
ｇ 

飯
久
保 

翔
太 

第
２
位
▽
８
４
ｋ
ｇ 

小
澤
秀
太
郞 

第
２
位
▽
９
６
ｋ
ｇ  

大
野
健
太 

第
２
位
▽
１
２
０
ｋ
ｇ 

髙
橋
三
十
郎 

第
１
位 

【グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
】▽
５
０
ｋ
ｇ 

樋
川
悠
作 

第
２
位 

▽
５
５
ｋ
ｇ 

神
田
優
人 

第
１
位 

５
５
ｋ
ｇ 

松
本
健
新 

第
３
位
▽
６
０
ｋ
ｇ 

小
山
晃
平 

第
２ 

位 

６
０
ｋ
ｇ 

大
佐
古
海
斗 

第
４
位 

６
０
ｋ
ｇ 

山
崎 

翼 

第
６
位
▽
６
６
ｋ
ｇ 

田
口
学
容 

第 

２
位 

６
６
ｋ
ｇ 

橋
本
楽
人 

第
３
位 

６
６
ｋ
ｇ 

小
林
大
悟 

第
６
位
▽
７
４
ｋ
ｇ 

山
本
丈
介 

第

１
位 

７
４
ｋ
ｇ 

飯
久
保
翔
太 

第
２
位
▽
８
４
ｋ
ｇ 

小
澤
秀
太
郞 

第
３
位
▽
９
６
ｋ
ｇ 

大
野 

健
太 

第
４
位
▽
１
２
０
ｋ
ｇ 

髙
橋
三
十
郎 

第
１
位 

 

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
◎
団
体
戦
【男
子
】 

農
林
０
―
３
吉
田 

◇
卓
球
部
◎
団
体
戦
【男
子
】 

農
林
１
―
３
山
梨
学
院
高
校
◎
団
体
戦
【女
子
】 

１
回
戦 

農
林

３
―
２
増
穂
商
業 

２
回
戦 

農
林
２
―
３
日
川 

◇
弓
道
部
◎
団
体
戦
【男
子
Ａ
Ｂ
チ
ー
ム
】２
回
戦
敗
退
、
【女
子
チ
ー
ム
】３
回
戦
敗
退 

◇
テ
ニ
ス
部
◎
団
体
戦
【
男
子
】 

農
林
０
―
３
笛
吹 

◎
団
体
戦
【
女
子
】 

農
林
０
―
３
上
野
原 

◎
シ
ン
グ
ル
ス 

高
山
洋 

２
回
戦
敗
退 

◇
剣
道
部
◎
団
体
戦
【
男
子
】 

１
回
戦
敗
退 

農
林
２
―
２
（本
数
差
）日
大
明
誠 

◎
個
人
戦
２

回
戦
敗
退 

浅
野
吉
輝 

１
回
戦
敗
退 

浅
野
正
貴
・伊
東
京
兵
・望
月
雄
樹 

 

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
【男
子
】１
回
戦 

農
林
５
８
―
５
９
塩
山 

◇
サ
ッ
カ
ー
部 

２
回
戦 

農
林
０
―
１
吉
田 

◇
柔
道
同
好
会 

１
回
戦 

農
林
０
―
５
身
延 

（生
徒
会
指
導
主
任
・清
田
徹
麿
） 

平
成
二
十
八
年
度 

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会 

四
月
二
十
三
日
（
土
）
本
校
黎
明
館
に
お
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は

約
百
名
の
保
護
者
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
杉
浦
厚
香
様
が
平
成
二
十
八
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
選

出
さ
れ
、
今
年
度
の
本
格
的
な
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
秋
の
収
穫
感
謝
祭
で
出
店
さ
れ
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
模
擬
店
は
毎
年
好
評
で
、
役
員
の
方
々
が
協
力
し
て
い
る
姿
は
、
と
て
も
印
象
的
で
す
。 

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に
先
立
ち
ま
し
て
、
第
三
学
年
で
は
、（
株
）
Ｊ
Ｓ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
山
本
博
貴
氏
を
講
師
に
迎
え
、
「
進
学
・
就
職
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
」
を
テ
ー
マ
に
進
路
講

演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
六
十
名
を
超
え
る
多
く
の
保
護
者
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
、
現
実
的
な

進
路
の
話
に
、
保
護
者
の
方
か
ら
「
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
七
月
八
日
（
木
）
～
九
日
（
土
）
、
関
東
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
が
山
梨

県
で
開
催
さ
れ
た
た
め
、
大
会
の
運
営
を
任
さ
れ
る
と
い
う
、
例
年
に
な
い
活
動
が
加
わ
り
ま
し

た
。
本
会
役
員
を
中
心
に
、
三
十
名
で
大
会
の
運
営
に
携
わ
り
、
関
東
地
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
大
会
運
営
の
た
め
、
例
年
以
上
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
多

く
、
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
多
く
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

（
総
務
企
画
副
主
任
・
小
川
祐
子
） 

農 林 高 校 新 聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
六
回
「
花
曇

は

な

ぐ

も

り

」
ふ
る
さ
と
俳
句
大
会 

こ
の
俳
句
大
会
は
、
農
林
高
校
出
身
の
著
名
な
俳
人
で
あ
る
福
田
甲
子

き

ね

雄お

先
生
の

功
績
を
偲し

の

ん
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
六
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

県
内
外
の
一
般
の
方
々
か
ら
の
投
句
に
加
え
て
、
本
校
は
福
田
先
生
の
母
校
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
生
徒
は
特
別
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
「
先
人
に
学
ぶ
事
業
」

の
一
環
と
し
て
、
俳
句
や
川
柳
の
創
作
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

今
回
も
、
現
二
・
三
年
生
が
春
休
み
の
課
題
と 

し
て
、
一
人
二
句
ず
つ
投
句
し
ま
し
た
。
そ
の 

結
果
、
高
校
生
の
部
と
し
て
、「
特
選
」
三
句
、 

「
秀
作
」
十
句
、
「
入
選
」
四
十
二
句
が
選
ば
れ 

ま
し
た
。
五
月
二
十
二
日
に
桃
源
文
化
会
館
で 

披
講

ひ

こ

う

（
入
賞
作
品
の
披
露
と
講
評
）
並
び
に
表 

彰
式
が
行
わ
れ
、
「
特
選
」
「
秀
作
」
に
選
ば
れ 

た
生
徒
の
う
ち
五
名
が
出
席
し
て
、
大
勢
の
出 

席
者
の
前
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

「
特
選
」「
秀
作
」
に
選
ば
れ
た
作
品
は
次
の
と 

お
り
で
す
。 

 

特
選 

夏
の
日
の
母
校
見
守
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉 

 
 

三
科
森
林
科
学
科 

 
 

 

横
森
真
依 

春
霞
空
に
溶
け
入
る
八
ヶ
岳 

 
 
 
 

 

三
科
森
林
科
学
科 

 
 

 

依
田
拓
己 

幾
千
の
想
い
流
る
る
花
筏 

 
 
 
 
 

 

三
年
食
品
科
学
科 

 
  

伊
藤 

快 

 

秀
作 

ラ
ン
ナ
ー
の
背
中
越
え
ゆ
く
春
の
風 

 
 
 
 

二
年
シ
ス
テ
ム
園
芸
科 

浅
田
将
也 

ま
た
会
お
う
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
咲
く
頃
に 

 
 

二
年
森
林
科
学
科 

 
 

飯
野
大
輔 

太
陽
が
海
を
て
ら
し
て
夏
が
く
る 

 
 
 
 

 

二
年
環
境
土
木
科 

 
 

野
中
楓
樹 

自
転
車
の
か
ご
の
中
よ
り
春
の
風 

 
 

 
 

二
年
造
園
緑
地
科 

 
 

戸
倉
勘
汰 

冬
の
虹
ま
だ
あ
る
空
へ
伝
書
鳩 

 
 
 

 
 
 

二
年
造
園
緑
地
科 

 
 

西
川
翔
太 

桜
に
ね
提
灯
な
ら
び
人
騒
ぐ 

 
 

 
 
 
 

 

二
年
食
品
科
学
科 

  
 

澤
登
恒
河 

新
学
期
机
の
傷
に
歴
史
あ
る 

 
 

 
 
 

 

三
年
シ
ス
テ
ム
園
芸
科 

穐
山
尚
生 

ふ
と
し
た
ら
ひ
ら
り
落
ち
ゆ
く
春
落
葉 

 
 
 

三
年
シ
ス
テ
ム
園
芸
科 

小
林
麗
華 

春
嵐
自
転
車
進
ま
ぬ
登
下
校 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
年
シ
ス
テ
ム
園
芸
科 

志
村
咲
季 

夏
川
の
水
の
冷
た
さ
一
斉
に 

 
 
 

  
 

三
年
シ
ス
テ
ム
園
芸
科 

望
月
優
輝 

（
教
頭
・
宮
川
尚
巳
） 

 

１
年
２
組 

望
月
沙
織

 

こ
の
作
品
を
読
み
終
え
た
時
、
私
は
強
く
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
浅
ま
し
い
自
分
に

対
す
る
思
い
と
今
後
の
生
き
方
で
あ
っ
た
。 

 

世
の
中
の
誰
一
人
、
同
じ
生
き
方
を
す
る
人
間
な
ど
い
な
い
こ
と
も
、
他
者
が
そ
れ
を
否
定

す
る
権
利
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
も
理
解
し
て
い
た
筈
だ
っ
た
が
、
私
は
こ
の
作
品
に
描
か
れ

て
い
た
浅
川
さ
ん
の
よ
う
な
言
動
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
私
は
外
国
の
人
に
あ
ま

り
良
い
感
情
を
抱
い
て
お
ら
ず
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
人
々
の
こ
と
を
考
え
ず
に
「
あ
の

国
の
人
は
皆
物
騒
だ
」
と
す
べ
て
を
悪
だ
と
決
め
つ
け
、
そ
の
国
そ
の
も
の
を
許
す
こ
と
さ
え

で
き
な
く
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
国
に
行
っ
た
こ
と
す
ら
な
い
の
に
、

勝
手
に
そ
の
国
を
評
価
し
、
忌
み
嫌
っ
て
い
た
の
だ
。 

 

浅
川
さ
ん
の
行
い
は
私
と
は
真
逆
の
も
の
だ
っ
た
。
浅
川
さ
ん
は
自
他
へ
の
誠
実
さ
と
確
か

な
観
察
眼
で
、
朝
鮮
の
人
々
に
憎
ま
れ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
当
の
性
質
を
き
ち
ん
と
理
解
し
、

さ
ら
に
は
無
限
大
の
意
欲
と
温
か
さ
で
朝
鮮
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
じ
日
本
人

か
ら
の
蔑
み
を
受
け
て
も
、
最
愛
の
存
在
を
亡
く
し
て
も
、
決
し
て
朝
鮮
と
そ
の
民
を
救
う
こ

と
を
諦
め
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
浅
川
さ
ん
の
人
生
を
見
て
、
私
の
言
動
は
な
ん
て
惨
め
な
も
の

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
知
ら
さ
れ
、
同
時
に
浅
川
さ
ん
の
よ
う
な
温
か
み
が
あ
り
、
自
分
以

外
の
ど
ん
な
人
間
に
も
優
し
く
、
そ
し
て
自
分
の
最
期
が
近
づ
い
て
も
自
分
以
外
を
案
じ
続
け

た
美
し
い
心
を
持
ち
た
い
と
思
っ
た
。 

 

浅
川
さ
ん
と
い
う
存
在
を
記
し
た
こ
の
作
品
は
、
今
の
世
の
中
そ
し
て
未
来
を
世
界
中
の

人
々
に
と
っ
て
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
浅
川
さ
ん
の
よ
う
な
思
想
を

持
つ
者
が
増
え
れ
ば
、
お
互
い
を
深
く
思
い
や
る
者
が
多
く
な
り
、
少
し
で
も
平
和
を
目
指
す

意
見
も
多
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

私
達
が
今
後
、
一
人
一
人
と
ど
う
接
し
た
ら 

良
い
か
考
え
る
か
否
か
で
、
世
界
は
大
き
く 

動
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

註
：
『
白
磁
の
人
』
は
明
治
４
２
年
度
の
農
林
高
校 

卒
業
生
で
あ
り
林
業
技
術
者
と
し
て
朝
鮮
の
緑
化
に 

貢
献
し
た
浅
川
巧
氏
の
生
涯
を
描
い
た
小
説
で
あ
り 

映
画
化
も
さ
れ
た
。 

平成２８年７月１５日 第２８-１号 

農
場
の
東
門
に
「
ふ
れ
あ
い
市
場
」
が
あ
り
ま
す
。 

本
校
の
農
産
物
を
販
売
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
域 

の
方
か
ら
大
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄 

り
く
だ
さ
い
。
販
売
期
間
は
５
～
７
月
と
９
～
１
２
月 

で
す
。
の
ぼ
り
旗
が
立
っ
て
い
れ
ば
販
売
中
で
す
。 

（
た
だ
し
、
売
り
切
れ
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。） 

浅川 巧 氏 


